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「さあ行って、告げなさい」

（マルコ16:1～8）

挽地茂男
2019.4.21 日本基督教団千歳丘教会礼拝

教会暦（教会の暦）では、復活

日（イースター）のあとペンテコ

ステ（聖霊降臨日）に至るまでの

約７週間を復活節として過ごしま

す。わたしたちは、復活節を意味

深く過ごすために、もう一度、復

活それ自体に目を向けてみたいと

思います。教会の伝統的な習慣で

は、主イエスが十字架に架けられ

たその週を聖週(間)（聖なる週）

と呼び、木曜日に洗足（洗足木曜

日）の礼拝をささげ、金曜日（受

苦日）には十字架への道行きと、

主の十字架の苦しみを黙想の内に

覚えます。土曜日は深い黙想の内

に、過ごされます。伝統的な教会

では、徹夜祈祷会がもたれたりし

ます。夜明け前にこそ闇が最も暗

く深く感じられるように、わたし

たちも自分たちの人生の闇を、ま

た心の闇を通して、わたしたちの

悔い改めるべき罪とそれに対する

神の裁きの大きさを自覚すると同

時に、それらよりもさらに大いな

る十字架の赦しの恵みに包まれ

て、復活（イースター）の夜明け

の光を迎えるのです。土曜日はユ

ダヤ教の安息日です。土曜安息は、

金曜に夕刻から始まって土曜日の

夕刻に明けます。その安息日が明

けると、主イエスを十字架にかけ

たユダヤ人たちを恐れて身を潜め

ていた主イエスの弟子たちの中に

も動きが出てきます。最初に動き

始めたのは、数人の女性たちです。

安息日が明けた週の初めの日の

早朝に（つまり現代で言えば日曜

日の朝に）、数人の女性たちがイ

エスの亡骸が納められた墓にやっ

てきます。

16:1 安息日が終わると、マグダ

ラのマリア、ヤコブの母マリア、

サロメは、イエスに油を塗りに行
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くために香料を買った。16:2 そ

して、週の初めの日の朝ごく早く、

日が出るとすぐ墓に行った。16:3

彼女たちは、「だれが墓の入り口

からあの石を転がしてくれるでし

ょうか」と話し合っていた。

彼女たちを墓で待っているのは、

愛する主イエスの亡骸です。その

はずです。今の彼女たちにとって

はそれ以上は考えることができま

せん。彼女たちは、イエスに対す

る人間としての最大の愛情をこめ

て、その亡骸を丁重に弔うために、

考えられる準備と心配をしながら

墓にやってきます。遠目に墓が見

えてきました。墓の中には主イエ

スの亡骸が横たわっているはずな

のです。唯一問題は墓の入口を塞

いでいるあの大きな石だけです。

「だれが墓の入り口からあの石を

転がしてくれるでしょうか」（3節）

彼女たちは、あの大きな石が何と

かなれば、主イエスのご遺体に、

香油を塗り、思う存分お別れもで

きる、と考えを巡らしていたので

した。

墓に横たわるキリストを描いた

有名な絵があります。その絵の作

者はドイツ・ルネサンス期に活躍

した画家ハンス・ホルバイン（子）

(Hans Holbein the Younger, 1497
-1543）。絵の題名は“Der tote
Christus im Grabe”「墓の中の死

せるキリスト」（1521-22年頃|31

×200cm | テンペラ・板 | バー

ゼル美術館所蔵）。ホルバインが

手がけた宗教画の中で最も有名な

作品のひとつです。その絵に描か

れたキリストの死体からは、圧倒

的な死のリアリティが放たれてい

ます。バーゼルの美術館でその絵

の前に立った作家ドストエフスキ

ーは、この絵に心を鷲掴みにされ、

打ちのめされてしまいます。そし

てその絵の前でまるで金縛りにか

かったかのように立ちすくんでし

まいます。石のように動けなくな

って、体を震わせながら、顔面の

色を失っていくドストエフスキー

が、持病の癲癇の発作を起こしか

ハンス・ホルバイン「墓の中の死せるキリスト」
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けたと見て、あわてて家族が彼を

絵から引き離したというエピソー

ドが残っています。

イエスの死体には、その死を確

認する為にローマ兵によって突か

れた槍の傷痕が残っています。イ

エスの体の抹消部分である手や足

やそれにその顔さえも、すでに黒

く変色して、腐敗が始まっている

のが分かります。その顔には、か

つて人々に強い印象を与えた尊厳

の断片すら留まっておらず、半開
か け ら

きになった眼と口は、まるで精神

性を感じさせない蝋で造られた細

工物のように生気を失っていま

す。解剖学的な見地から磔刑(十

字架刑)に処されて死んだイエス

の亡骸はすでに３日を経過した状

態だ、と言われます。ホルバイン

は、イエスの亡骸の前におそれか

しこまりつつ、腐敗によってイエ

スを浸食しつつある肉体的衰退

を、極めて恐々〔びくびくと恐れ

るさま。恐れ慎むさま。おそるお

そる〕とした写実をもって克明に

描写しています。この後に復活す

べき神の子イエスの肉体は、あま

りにも絶望的な腐敗と衰退に投げ

込まれているのです。

この「墓の中の死せるキリスト」

という絵は、作家のドストエフス

キーに多大なインスピレーション

を与え、その小説『白痴』の中で

重要な役割を演じます。この小説

は白痴の主人公ムイシュキン公爵

を中心に四人の主人公の人間模様

を軸にして展開

するのですが、

ドストエフスキ

ーは主人公のム

イシュキン公爵

ともう一人の主

人公のロゴージ

ンという男をこ

の絵の前に立たせて、ロゴージン

にこう言わせます。ドストエフス

キーの文章はこうなっています。

「おれはあの絵を見るのが好きで

ね」ちょっと口をつぐんでから、

またしても自分の質問を忘れたか

のように、ロゴージンはつぶやい

た。（それに公爵が答えます）

「あの絵をだって！」公爵は思

いがけなく心に浮かんだある考え

に圧倒されて、ふいに叫んだ。「い

や、人によってはあの絵のために

信仰を失うかもしれないのに！」

信仰を失うかも知れない絵。そこ

には死に呑み込まれたキリストが

描かれているのです。でも「復活」
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がある。しかしながら「復活」と

いう言葉が、子どものざれごとの

遊び言葉に響くように思える、そ

んな死のリアリティが、その絵を

占領しています。「復活」という

季節的な繰り言が無内容な単なる

絵空言、空事に過ぎないかのよう

に思わせる、圧倒的な死のリアリ

ティがその絵から伝わってくるの

です。信仰を失うかも知れない絵。

それはその絵を前にしたドストエ

フスキーの心に去来した感覚でし

た。キリストが死んでいる。救い

主が死に飲みこまれて敗北してい

る。信仰を失うかも知れない。彼

はそう感じたのです。

同じ『白痴』の別の箇所では、

ドストエフスキーは肺病を病み、

自殺を試みて未遂に終わった青年

イッポリートをこの絵の前に立た

せて、このように告白させます。

「もし死というものがこんなにも

恐ろしく、また自然の法則がこん

なにも強いものならば〔ものを投

げれば落ちる自然法則のように、

人は人というだけで、当然死ぬ存

在である〕、どうしてそれに打ち

かつことができるだろう、という

考えがひとりでに浮かんでくるは

ずである。生きているうちには自

然に打ちかち、それを屈服させ、

『タリタ・クミ』と叫べば（少）

女は立ちあがり、『ラザロよ出よ』

と呼べば死者が歩みだしたという

キリストでさえ、ついには打ちか

つことのできなかった自然の法則

にどうして打ちかつことができよ

うか！ この絵を見ていると、自

然というものが何かじつに巨大

な、情け容赦もないもの言わぬ獣

のように、いや、それよりもっと

正碓な、ちょっと妙な言い方だが、

はるかに正確な言い方をすれば、

最新式の巨大な機械が目の前にち

らついてくるのである。その機械

は限りなく偉大で尊い存在を無意

味にひっつかみ、こなごなに打ち

くだき、何の感情もなくその口中

にのみこんでしまったのである。

〔中略〕つまり、このいっさいの

ものが屈服している、暗愚で傲慢

で無意味に永久に続く力の観念を

この絵は表しているもののようで

ある。」

ドストエフスキーは、思想犯と

して死刑の宣告

を受け、処刑執

行までの約40日

間、死の恐怖に

おびえ続けます。そしてその判決
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が死刑執行日に皇帝の特赦という

予定されていた「茶番劇」に終わ

るまでの40日間、死の恐怖に往復

ビンタを食らうような毎日を過ご

します。時には発狂しそうな精神

状態に追い込まれ、わなわなと震

えながら涙と一緒に自分も溶けて

消滅してしまうかのように泣き尽

くす夜を何度も過ごします。そん

なドストエフスキーにとっては

「復活」から死を見ることができ

なかったのです。死の重圧があま

りにも重すぎるのです。十字架の

苦難と死は、約束された復活の序

曲でしかないと軽やかに考えるこ

とはできないのです。その死はや

がて「復活」という勝利に飲まれ

る、まるで「できレース」のよう

なものとしてイエス・キリストの

死を見ることができないのです。

ドストエフスキーの「復活」とは、

死がもたらす恐怖と絶望と腐敗を

突き抜けてこそ､初めて見えてく

る希望なのです｡あるいは｢死｣に

象徴される人生の絶望､徹底した

行き詰まりを経過しそれを突き抜

けたところにしか見えてこない希

望なのです。

福音書記者マルコは、福音書記

者の中で最も、人間の死や苦しみ

について行き届いた眼をもってい

ます。マルコの視点は今日の「復

活」の記事にもよく現れています。

４－５節。

16:4 ところが、目を上げて見る

と、石は既にわきへ転がしてあっ

た。石は非常に大きかったのであ

る。16:5 墓の中に入ると、白い

長い衣を着た若者が右手に座って

いるのが見えたので、婦人たちは

ひどく驚いた。

マルコの記事では奇跡的な要素が

最大限に抑制されています。墓の

入り口を覆っていた石こそ、婦人

たちが到着する以前にわきに転が

されてはいますが、①天使も登場

しません。天使ではなく「若者」

とされていることに注意が必要で

す。これを他の福音書に合わせて、

天使と解釈する註解者は後を絶ち

ませんが、そのように無理に解釈

してしまうと、マルコのメッセー

ジの大切な部分を取り逃してしま

います。さらにこの箇所には②復

活した主イエス・キリストの姿が

出てきません。復活顕現が欠落し
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ているのです。復活の一歩手前で

終わっている、といった印象があ

ります。〔この欠落が不自然だと

して、後代の写本では、復活顕現

の記事が付加されています。皆さ

んの聖書の「結び一」「結び二」

がそれです。また研究者たちは奇

妙な解説を生み出してきました。〕

その若者のメッセージ。６－７節。

16:6 若者は言

った。「驚くこ

とはない。あ

なたがたは十

字架につけら

れたナザレの

イエスを捜し

ているが、あ

の方は復活な

さって、ここ

にはおられな

い。御覧なさ

い。お納めした場所である。

16:7 さあ、行って、弟子たちと

ペトロに告げなさい。『あの方は、

あなたがたより先にガリラヤへ行

かれる。かねて言われたとおり、

そこでお目にかかれる』と。」

復活の主にお会いできるのは、

エルサレムではなく、ガリラヤだ

というのです。他の三つの福音書

(マタイ、ルカ、ヨハネ)では、主

イエスはエルサレムで復活の姿を

弟子たちに現します。ガリラヤで

主が復活の姿を現すという、いわ

ゆる「ガリラヤ顕現」と呼ばれる

この記事によって、マルコの背後

にはガリラヤを拠点とするキリス

ト教の「ガリラヤ教団」があり、

エルサレムを中心とするキリスト

教「エルサレム教団」と対立して

いたと推定する神学者もでてきま

した〔ex.田川建三〕。しかしそれ

は、あまりにも歴史的推測でこの

文言を処理しすぎているのです。

まずは、もう少し素直にマルコの

全体に照らして読まなければなり

ません。

イエスと弟子たちにとって「ガ

リラヤ」とは何でしょうか。ガリ

ラヤは弟子たちの信仰が始まった

場所でした。またガリラヤは弟子

たちが初めて主イエスに出会った

場所でした。ガリラヤで再び、彼

らがイエス・キリストに出会うと

き、主は再び「わたしについてき

なさい」と言われるでしょう。そ

こから再び始まるというのです。

十字架上に主イエスを見捨てた者

であっても、その信仰の原点から

再び始まるのです。「わたしにつ
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いてきなさい」と言われる主は、

そこではもう復活の主なのです。

わたしたちは繰り返しわたしたち

の信仰のガリラヤに帰るのです。

新約聖書で「復活」を表す言葉の

一つに〈アナスタシス〉（avna,stasij）

というギリシア語があります。言

葉の元々の意味は「再び立つ／立

ち上がる」という意味です。主イ

エスは再びた立たれたのです。弟

子たちは、そしてわたしたちも、

主イエスに出会うときに再び立ち

上がるのです。

復活のメッセージを聞いた最初

の人々（婦人たち）の反応を見て

おきましょう。８節。

16:8 婦人たちは墓を出て逃げ去

った｡震え上がり､正気を失ってい

た。そして､だれにも何も言わな

かった。恐ろしかったからである。

マグダラのマリアを含む婦人た

ちが、イエスの墓で告げられた復

活のメッセージは、彼女たちの心

にすぐに喜びをもたらしたのでは

ないことがわかります。むしろそ

れは、彼女たちの心の平衡を奪い､

彼女たちを沈黙のうちに押し込ん

だのです。イエスの死と復活を中

核とする福音のメッセージは、単

に喜びのメッセージではありませ

んでした。すくなくともマルコ福

音書では、単純に歓喜をもたらす

メッセージとは考えられてはいな

いのです。それは喜びのメッセー

ジではあっても、恐れと動揺と沈

黙という堅い殻に覆われたメッセ

ージなのです。

やがてこの沈黙が破られること

を、わたしたちはすでに知ってい

ます。でなければ世界に、そして

わたしたちに福音が届くことはな

かったからです。しかし今一度、

復活のメッセージが大いなる勝利

の喜びとして語り出される前に、

それを覆っていたこの沈黙の意味

をかみしめてみたいと思います。

『日本書紀』の伝える話の中に、

鳥取の伝説という逸話が記されて
と と り

います。垂仁天皇の皇子として誕
す い に ん

生した言語ぬホムツワケ皇子が
も の い わ

〔失語症か何かの言語的疾患？〕、

ある日のこと、大空を飛び去る
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大白鳥を見て、はじめて「あれは
く ぐ い

何か」と叫びます。日夜の悩みか

ら解かれた父親である垂仁は、側

近に早速その大白鳥を取らえてく
と

るように命じたといいます。それ

を捕らえてきた家臣が鳥取氏とい

う氏族に、後の時代には鳥取とい

う県の名前になりました。

沈黙は発見によって破られま

す。出会いや発見は常にこの逸話

に見られるように、何らかの発語

を誘います。それは「出会い」の

もつ不可抗的な力の結果なので

す。発見者は自らならぬ対象によ

って自らの言葉を引き出されるこ

とになります。失語は発語へと連

絡します。

わたしたちはわたしたちの信仰

の原点に帰る時、いやそこに初め

て至るときも、そこに生きておら

れる主を見出すのです。その時に

向かって真実な沈黙は充満しま

す。しかしそれは、やがて破裂す

るのです。わたしたちは、み言葉

なる方を見出すのです。言葉その

ものである方を見出すのです。「主

は生きておられる。」そしてその

時、その出会いに促されるように，

自分の口から言葉を発するので

す。

もう数年前のことにもなります

が、ある女子大学のキリスト教学

関係の授業を担当する講師の懇親

会で、どういう話の成り行きかは

忘れたのですが、「すぐれた聖書

朗読は説教より素晴らしい」とい

うような話になり、講師の一人が

彼のアメリカでの経験を話してく

ださいました。彼は聖書の朗読を

大切にする人たちの集まる〈聖書

の朗読会〉に出席していたという

のです。ある日の〈聖書の朗読会〉

のこと。その日はイースターを前

にして、なんとマルコによる福音

書全巻が朗読されることになって
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いたそうです。１章１節「神の子

イエス・キリストの福音のはじ

め」から始まって､イエス･キリス

トのガリラヤ伝道、数々の奇跡、

イエスの譬え､フィリポ･カイサリ

アでのペトロの信仰告白「あなた

はキリストです｣､福音書の後半か

ら繰り返される受難の予告と､エ

ルサレムでの宗教指導者との衝

突､逮捕､十字架､そしてそれに続

く短い復活の記事と唐突な終結。

しかし朗読が16章８節でこの福音

書の終結部に達して朗読者が、

16:8 婦人たちは墓を出て逃げ去

った。震え上がり、正気を失って

いた。そして、だれにも何も言わ

なかった。恐ろしかったからであ

る。

と最後の節を読み上げた時、朗読

を聞いていた参会者の口から異口

同音に言葉が発せられたというの

です。“Go!”“Go! Mary.”“Go!

Mary. Speak to them!”（行くん

だ、マリア。彼らに伝えるために)

という言葉が…。あまりにでき過

ぎた話､という印象を持たれるか

も知れませんが、本当の話なので

す。

復活のメッセージは、教会によ

って語られる単なる季節的な繰り

言ではありません。わたしたちも

マグダラのマリアを含む婦人たち

がとらえられた、動揺と混乱と恐

怖と沈黙に深く思いを馳せましょ

う。しかし私たちの心が主イエス

が共におられることを認めると

き、喜びのメッセージは真のメッ

セージであればこそ、恐れと動揺

と沈黙という堅い殻を破ってわた

したちの口に言葉を与え始めるの

です｡そしてわたしたちの心は､自

分にむかって静かに深く､“Go!”

と語りかけるのです。喜ばしいイ

ースターのあとに続く復活節を、

主イエスの復活の出来事に深く思

いを致しながら、１日１日を精一

杯に歩んでまいりましょう。

2019.4.21 日本基督教団千歳丘教会礼拝
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16:1 安息日が終わると、マグダ

ラのマリア、ヤコブの母マリア、

サロメは、イエスに油を塗りに行

くために香料を買った。

16:2 そして、週の初めの日の朝

ごく早く、日が出るとすぐ墓に行

った。

16:3 彼女たちは、「だれが墓の入

り口からあの石を転がしてくれる

でしょうか」と話し合っていた。

16:4 ところが、目を上げて見る

と、石は既にわきへ転がしてあっ

た。石は非常に大きかったのであ

る。

16:5 墓の中に入ると、白い長い

衣を着た若者が右手に座っている

のが見えたので、婦人たちはひど

く驚いた。

16:6 若者は言った。「驚くことは

ない。あなたがたは十字架につけ

られたナザレのイエスを捜してい

るが、あの方は復活なさって、こ

こにはおられない。御覧なさい。

お納めした場所である。

16:7 さあ、行って、弟子たちと

ペトロに告げなさい。『あの方は、

あなたがたより先にガリラヤへ行

かれる。かねて言われたとおり、

そこでお目にかかれる』と。」

16:8 婦人たちは墓を出て逃げ去

った。震え上がり、正気を失って

いた。そして、だれにも何も言わ

なかった。恐ろしかったからであ

る。

16:1 Kai; diagenomevnou tou' sabbavtou

Mariva hJ Magdalhnh; kai; Mariva hJ

(tou') !Iakwvbou kai; Salwvmh hjgovrasan

ajrwvmata i{na ejlqou'sai ajleivywsin

aujtovn.

16:2 kai; livan prwi` th'/ mia'/ tw'n

sabbavtwn e[rcontai ejpi; to; mnhmei'on

ajnateivlanto" tou' hJlivou.

16:3 kai; e[legon pro;" eJautav", Tiv"

ajpokulivsei hJmi'n to;n livqon ejk th'"

quvra" tou' mnhmeivou_

16:4 kai; ajnablevyasai qewrou'sin o{ti

ajpokekuvlistai oJ livqo": hga;r mevga"

sfovdra.

16:5 kai; eijselqou'sai eij" to; mnhmei'on

ei\don neanivskon kaqhvmenon ejn toi'"

dexioi '" peribeblhmevnon stolh;n

leukhvn, kai; ejxeqambhvqhsan.

16:6 o J de ; le vgei au jtai '", Mh ;

ejkqambei'sqe: !Ihsou'n zhtei'te to;n

Nazarhno ;n to ;n e jstaurwmevnon:

hjgevrqh, oujk e[stin w|de: i[de oJ tovpo"

o{pou e[qhkan aujtovn.

16:7 ajlla; uJpavgete ei[pate toi'"

maqhtai'" aujtou' kai; tw'/ Pevtrw/ o{ti

Proavgei uJma'" eij" th;n Galilaivan:
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ejkei' aujto;n o[yesqe, kaqw;" ei\pen uJmi'n.

16:8 kai; ejxelqou'sai e[fugon ajpo; tou'

mnhmeivou, ei\cen ga;r aujta;" trovmo"

kai; e[kstasi": kai; oujdeni; oujde;n

ei\pan: ejfobou'nto gavr.


